
4-2744-01,02,05          MA-B-

個入

暗所保管

以下
30℃

本製品は不織布を貼り合わせた袋に封入されています。（開封禁止）
上記は、内容物についての記載となり、通常の使用条件では内容物が漏れる
ことは有りません。

MA-B（2.5ℓ用 調整剤）
　　--- 本製品 ---

ガスバリアボックス　(4-2849-01)＜使用例＞

Microaerobic environment conditioner
微好気環境調整剤

■CULTURE-TECH  ご使用にあたって
この度は、弊社 CULTUER-TECH をご購入いただき誠にありがとうございます。
本製品（培養環境調整剤）は密閉容器の中に入れることで、その空間を微好気性の微生物が増殖しやすいガス濃度へ変化させるため
のものです｡それ以外の目的では使用できません。
ご使用にあたっては､別途､密閉空間を作れる容器や袋が必要です。
一般的なパッキン付きの容器やチャック付きの袋では十分な密閉を保てない可能性があります。ガスバリアボックス（4-2849-**）、
ガスバリアチャック袋（4-3100-**）との併用をお奨めします。

＜本製品は約 2.5ℓの空間を調整することが可能です。＞

＜使用方法＞
・袋から取り出すと直ぐに反応が始まりますので､出来る限り迅速に培養容器に投入し、密閉してください。
・袋から取りだして、反応を始めると本製品は高温になります。培地には出来るだけ接触しない様にしてください。
・ガスバリア袋を使用する場合には､つぶしたりせず､適度に空気を残してください。
・本製品を使用し始めてから、途中で容器を開けたりした場合には、再度新しいものを投入してください。再使用はできません。
・用途に応じて､使用量を調節してください。目安として一週間以上の培養の場合には途中で新しい調整剤を追加してください。
・酸素インジケーターをご使用の際には、ガス調整剤から離して設置してください。酸素インジケーターは水蒸気に弱い特性があります。
・培養が終わり、取りだした後にも余力で反応を再開し､発熱しますので反応が終わってから廃棄してください。
・再利用及びオートクレーブはできません。

使用期限
　20  　 年　　 月　　日　　

入数 /箱 凍結なく寒暖差の小さい
安定した低温が理想。

製品には製造から 6か月の有効期限があります。

O2を吸収して、代わりに CO2 を放出する薬剤を詰めた小袋

よって、容器・袋の容量から使用量を考えることができます。ただし、入れすぎると酸素が消費されて
微好気よりも嫌気状態に近づいてしまうため、予備テスト等での確認は必要。

この状態で 1～３日　恒温装置で培養することが多い。

空気 約 2.5ℓ用

表面に茶色～黒の
シミが出ていても
性能に問題はない。

通常の半分くらいの酸素状態

酸素インジケーターと併用するケースは稀。



4-2744-03,04,06          MA-P-

個入

暗所保管

以下
30℃

本製品は不織布を貼り合わせた袋に封入されています。（開封禁止）
上記は、内容物についての記載となり、通常の使用条件では内容物が漏れる
ことは有りません。

MA-P（0.5ℓ用 調整剤）
　　--- 本製品 ---

ガスバリアチャック袋　(4-3099-01)

＜使用例＞

Microaerobic environment conditioner
微好気環境調整剤

■CULTURE-TECH  ご使用にあたって
この度は、弊社 CULTUER-TECH をご購入いただき誠にありがとうございます。
本製品（培養環境調整剤）は密閉容器の中に入れることで、その空間を微好気性の微生物が増殖しやすいガス濃度へ変化させる
ためのものです｡それ以外の目的では使用できません。
ご使用にあたっては､別途､密閉空間を作れる容器や袋が必要です。
一般的なパッキン付きの容器やチャック付きの袋では十分な密閉を保てない可能性があります。
ガスバリアチャック袋（4-3099-01､4-3100-**）との併用をお奨めします。

＜本製品は約 0.5ℓの空間を調整することが可能です。＞

＜使用方法＞
・袋から取り出すと直ぐに反応が始まりますので､出来る限り迅速に培養容器（チャック袋）に投入し、密閉してください。
・袋から取りだして、反応を始めると本製品は高温になります。培地には出来るだけ接触しない様にしてください。
・ガスバリア袋を使用する場合には､つぶしたりせず､適度に空気を残してください。
・本製品を使用し始めてから、途中で容器を開けたりした場合には、再度新しいものを投入してください。再使用はできません。
・用途に応じて､使用量を調節してください。目安として一週間以上の培養の場合には途中で新しい調整剤を追加してください。
・酸素インジケーターをご使用の際には、ガス調整剤から離して設置してください。酸素インジケーターは水蒸気に弱い特性が
　あります。
・培養が終わり、取りだした後にも余力で反応を再開し発熱しますので、反応が終わってから廃棄してください。
・再利用及びオートクレーブはできません。

凍結なく寒暖差の小さい
安定した低温が理想。

入数 /箱

O2を吸収して、代わりに CO2 を放出する薬剤を詰めた小袋

空気 約 0.5ℓ用

製品には製造から 6か月の有効期限があります。

使用期限
　20  　 年　　 月　　日　　

表面に茶色
～黒のシミ
が出ていて
も性能に問
題はない。

この状態で 1～３日　恒温装置で培養することが多い。

通常の半分くらいの酸素状態

酸素インジケーターと併用するケースは稀。

よって、容器・袋の容量から使用量を考えることができます。ただし、入れすぎると酸素が消費されて
微好気よりも嫌気状態に近づいてしまうため、予備テスト等での確認は必要。


